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◆ 診療概要
不眠・不安・うつ・物忘れ・幻覚などのあらゆる精神症状に対して診断・治療を行っています。
これらの症状は、職場や家庭、学校などでのストレスが原因で起こる場合も、脳の障害によって起こる場合もあります。そこで正確な診断を行うため
に、頭部MRI・CT・SPECT、脳波、心理検査などの専門的な検査を行いつつ、うつ病・躁病・統合失調症・社交不安障害・強迫症（強迫性障害・
OCD）・パニック障害・老年期認知症などさまざまな精神疾患に対して、薬物療法・mECT（修正型電気けいれん療法）・rTMS（反復経頭蓋磁気刺激）・
精神療法・リハビリテーションなど総合的な治療を行っています。

◆ 外来－入院治療の連携
一般外来診療に加えて、より専門的な治療を集中的に行うために専門外来を設け、主に予約診療を行っています。入院では、家族との連携を密にし、
サイコエデュケーションも積極的に採りいれ、社会復帰を容易にするために早期の退院を目指して治療を行っています。

◆ 専門外来
リエゾン外来
手術などの治療に伴うせん妄（一時的な混乱）、および様々な身体疾患の治療や臓器移植に伴う不眠・不安・うつなどの精神的な不調の治療を行って
います。身体疾患を抱えている患者様とご家族様が、入院治療中に経験する心理社会的な問題の相談に応じています。

児童青年期外来
児童青年期の精神症状に対して、発達特性・性格傾向・心の葛藤・家族関係などを総合的に評価します。そして、心理教育・精神療法・薬物療法・環
境調整などを適宜組み合わせて治療を行っています。

老年期外来
老年期にみられるうつ、記憶障害（物忘れ）、幻覚、妄想などに対して画像検査や詳細な高次脳機能検査を用いて、臨床診断と生活機能評価を行って
います。認知症性疾患に対しては、家族への対応の指導や薬物療法を導入し、行動障害への対処や福祉機関の紹介など介護者の負担軽減も視点に入れ全
般的な指導を行っています。

強迫症（強迫性障害・OCD）外来
国際的な評価尺度（Y-BOCS）を用いて強迫症状の評価を行っています。また、選択的セロトニン再取り込み阻害剤（SSRI）を中心とした薬物療法
と曝露反応妨害法などの認知行動療法を併用し効果を高めています。

認知療法外来
認知療法とは、合理的な認知・行動技能を治療の中で患者様が習得することによって治療効果を得ようとする精神療法の一つです。当科では、身体表
現性障害や不安障害の患者様を対象に認知療法を行っています。

区　　　分 月 火 水 木 金
1　　　診 吉井 富永 小野 成本 中前
2　　　診 渡辺 北岡 井川 飯田 綾仁
3　　　診 桑原 羽賀 林田 松本
4　　　診

児童青年期（予約制） 桑原 小野 飯田 桑原
認知療法（予約制） 正木（隔週） 富永
老年期（予約制） 成本・今井 中村・柴田 中山

強迫症（強迫性障害・OCD）（予約制） 阿部・松本・井川 松本・井川
リエゾン（予約制） 福富・美馬 須田 谷口 宮崎 福富
心理検査（予約制） 担当心理士 担当心理士

私たちの業務

外来診療担当医師予定表 令和 8年 4月 1日現在
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府立医大　精神科・心療内科　医局
　TEL 075‒251‒5612　FAX 075‒251‒5839
　URL https://www.h.kpu-m.ac.jp/doc/departments/clinical-departments/psychiatry.html

　　　　　救急対応　メンタルケアセンター外来　TEL 075‒251‒5033（外来時間帯）
　　　　　　　　　　救 　 急 　 外 　 来　TEL 075‒251‒5645・5646

病 名・病 態 必 要 な 診 療 当 科 の 対 応

統合失調症など
薬物療法、mECT（修正型電気けいれん療
法）、支持的精神療法
サイコエデュケーション

幻覚妄想などの精神病症状の重症度に応じて
外来または入院で治療を行います。

気分障害 
うつ病、躁うつ病など 薬物療法、支持的精神療法、認知療法、

mECT、rTMS（反復経頭蓋磁気刺激）療法
心理検査

外来治療を中心に、休養や環境調整、自殺企
図防止などを目的とした入院治療を行います。

パニック障害
全般性不安障害
社交不安障害
強迫症（強迫性障害・OCD）
適応障害
身体症状症（身体表現性障害）
摂食障害など

認知行動療法
SSRIや抗不安薬などを用いた薬物療法
心理検査、画像診断

一般外来と「強迫症（強迫性障害・OCD）」「認
知療法（身体表現性障害、不安障害）」「児童
青年期」の専門外来での治療を中心に、必要
に応じて入院治療を行います。

認知症性疾患
アルツハイマー型認知症
レビー小体型認知症など

高次脳機能検査、画像診断（頭部CT、MRI、
SPECTなど）、脳波検査
薬物療法、家族の疾病への理解ないしは啓
発

主に専門外来で対応しています。精神症状の
治療を目的とした入院も可能です。詳細な認
知機能検査と画像検査による鑑別診断を行っ
ています。

症状性精神障害
身体疾患に伴う精神障害
ステロイド性精神障害など

支持的精神療法、薬物療法
心理検査、脳波検査
画像診断（頭部CT、MRI、SPECTなど）

外来と入院で診断・治療を行います。

初診患者の診断別内訳（1268人、令和6年度）

神経症性障害、ストレス関連障害　21％

総合失調症　5％

気分障害　16％

認知症・症状性精神障害
38％

摂食障害、睡眠障害　3％ その他　10％
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